
◎学校教育目標及びその具現化 <グランドデザイン>◎ 

・学校評価             

（自己評価,学校関係者評価） 

・生徒･家庭･地域の人々への     

アンケートの実施 

・的確なニーズの把握と積極     

的な学校公開 

・学校経営の改善 

 

・ＰＤＣＡサイクルによる 

 質の保証と教育力の向上 

 

・信頼される開かれた学校 

◎ 重 点 ・ 努 力 点 ◎ 

 １ 学習指導の充実「誰もがわかる授業」プロとしての誇り 

  「わかる喜びを味わえる授業」の実現に努める 

 ２ 主体的な態度と豊かな心を育成する教育活動の充実 

 ３ 家庭･地域･小学校と連携した教育活動の推進 

 ４ 学年・学級経営の充実 

 ５ 学校環境の整備･充実 

目 指 す 生 徒 像 

○基礎的･基本的な知識・技能の定着 
・授業規律の定着(ﾁｬｲﾑtoﾁｬｲﾑ):できる生徒90%以上 

・ねらいと学習内容を明確にした授業の実施 

・わかりやすく楽しい授業の実践:69%→85%以上 

 ・校内漢字検定、数学検定による学力アップ:各学年8回 

 ・「くまなびスクール」の充実 

 ・「マイ勉」強調期間の実施:年間４回 

 

○学習意欲の向上と、思考力･判断力･表現力の育成 

・『３減運動』と家庭学習の積極的推進 

・グループ学習・学び合い学習の推進 

・読書活動の充実、朝読書（図書館補助員の活動の充実) 

・少人数指導（ＴＴ）の充実 

・言語活動の充実 

 

○進路指導・キャリア教育の充実 
・職場体験活動の実施 

・上級学校調べ・上級学校訪問2年生(夏休み等､3年生と

同じ日に参加) 

・高校説明会への参加、進路相談の充実 

 

○国際性をはぐくむ教育の推進 
 ・ＡＬＴの活用と英語活動の充実 

 ・ラウンド制英語授業の推進 

 

進んで学ぶ生徒(知） 

○道徳教育の充実 
・体験活動を生かした心に響く授業の展開 

・教育全般における道徳教育の充実 

・「見える化」を意識した道徳教育の推進 

・道徳だよりの発行(年6回) 

 

○人権意識を高める教育の推進 
・全教育活動を通し、人権教育の推進(年2回人権週間） 

・いじめ問題の未然防止並びに早期発見(月1回の調査) 

・いじめ撲滅推進委員会の充実 

 

○教育相談の充実 
・定期・チャンス相談(通年)の充実 

 

○ノーマライゼーションの理念に基づいた 

 教育の推進 
・生徒・保護者への啓発による理念の浸透 

 

○望ましい人間関係づくりの推進 
・宿泊学習・集団学習を通しての充実 

○生徒が燃える学校行事の推進   

 ・生徒会活動 

 ・体育祭 

 ・清沼祭(合唱コンクール) 

 ・百人一首大会 

 

○校内の環境整備の推進 
・清掃活動の充実 

（無言ひざ付き清掃の推進） 

・掲示物の充実 

・１年間花のある学校 

     心豊かな生徒(徳)   

学校研究課題 

基礎的・基本的な学力と正しい人権感覚を身に付けた生徒の育成  ～話合い活動の充実を通して～ 

○体育活動の充実 
・運動の楽しさを味わい体力を高める授業の実践 

・新体力テストの実施と活用:県平均以上85%以上 

・体育的行事の工夫と充実 

 

○食育の推進 
・食育の啓発と給食指導の充実 

 

○健康教育の推進 
・性に関する指導を含む保健指導の充実 

・休み時間の過ごし方の徹底 

・「命の授業」の推進 

 

○安全教育の推進 
・教育活動における事故防止の徹底 

・登校時の安全の徹底 

・非行防止教室、薬物乱用防止教室の実施 

・防災訓練の充実(年3回 地震、火災、竜巻) 

 

○勤労活動の充実 
・奉仕的活動・勤労活動を尊ぶ心の育成(別府沼清掃) 

 

進んで鍛える生徒(体) 

 ・教育関係法規 

 ・国県の教育振興基本計画 

 ・生徒の実態 

 ・保護者・職員・地域の願い 

 ・学校評議員 

 ・学校応援団 

熊谷の子どもたちは、 

これができます！  

「４つの実践」 

「３減運動」 

『大人が手本となって』 

 

生徒指導心得 
 

  ○誰にもわかる授業をし、確かな学力をつけます。 

  ○徹底して「かまって」あげます。 

  ○いざという時、全員で動きます。 

  ○一秒でも早くプロの手へ渡します。 

  ○報告・連絡・相談・見届けを適切に行います。 

学校教育目標 

 郷土を愛し、21世紀を強く正しく生きる生徒の育成 


